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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２１年１月分） 

２０２１年２月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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●ドイツ政府、次期上級代表候補の擁立を正式決定（２０日） 
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●伊藤駐ＢＨ日本大使のＢＨ政府要人等への着任表敬（４、５、１３、２０、２７日） 

●伊藤駐ＢＨ日本大使のインタビュー記事の掲載（２７日） 

３．経済 

（１） 経済指標（ＢＨ統計庁）↴ 

（２） 経済政策・公共事業 

●２０２０年、ＢＨからＥＵ各国への就労目的の移住は減少（１３日） 

（３） 経済協力（新型コロナウイルス対策支援を含む） 

●ＥＵ、移民・難民問題をめぐりＢＨに資金援助の実施を決定（３日） 

（４） 民間セクター 

（注：この月報は、当地紙報道などの公開情報をとりまとめたものです。） 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●ＢＨへの新型コロナワクチン輸送本格化は

２月中旬の見通し（３０日） 

ＢＨ民生省は、新型コロナワクチンの調達

日程につき、ＷＨＯなどが主導する各国共同

のワクチン調達メカニズムであるＣＯＶＡＸを通

じたＢＨへのワクチン輸送の本格化は２月中

旬以降になるとの見通しを発表。同省によれ

ば、２月末までに英米製のワクチンを中心に

最大約２８万回分のワクチン調達が見込まれ

ている。（注：一方で２月１日、スルプスカ共和

国（ＲＳ）保健省は、同エンティティが独自に調

達した露製ワクチン２，０００回分がＲＳに到着

した旨を発表した。） 

 

●ＢＨ中央選管、モスタル市議会選挙の最終

結果を確定（３、１９日） 

ＢＨ中央選挙管理委員会（ＣＥＣ）は、昨年１

２月２０日に実施されたモスタル市議会選挙

の最終結果を３日に発表し、１９日に確定した。

議会３５議席中の最多はＨＤＺ（クロアチア系

与党）の１３議席で、次いでＳＤＡ（ボシュニャク

系与党第一党）などによる「モスタルのための

連合」が１１議席、中道左派のＢＨブロックが６

議席、クロアチア共和主義者党が３議席など

となっている。今後、市長選出に必要な議会

議席３分の２の確保に向け、連立交渉が加速

化する見通し。 

 

●ＢＨ中央選管、スレブレニツァ市などの地方

選挙結果を一部無効化（２１、２７日） 

２１日、ＢＨ中央選管（ＣＥＣ）は、昨年１１月

１５日に実施された統一地方選挙をめぐり、ス

レブレニツァ市およびドボイ市（共にＲＳ）の市

長・市議会選挙で多数の不正が確認されたと

して、両市における選挙結果の一部を無効化

する旨決定、２７日、ＢＨ裁判所がＳＮＳＤ（セ

ルビア系与党第一党）などによる不服申立て

を棄却したことで同決定は確定した。（注：２月

２日、ＣＥＣは両市選挙のやり直し投票を２月

２１日に実施する方針を発表した。） 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア．ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●野党「４党連合」によるサラエボ・カントン新

政権の発足（５日） 

サラエボ・カントン議会は、昨年末の同議会

による不信任決議以降、暫定権限で活動を続

けていたＳＤＡ主導の旧政権にかわり、新たに

「我々の党」（ＮＳ）および「人民と正義」（ＮｉＰ）

などのいわゆる野党「４党連合」による新政権

の発足を承認。２０１８年の国政選挙後にも一

時カントン政権を担った「４党連合」は、今回約

１年ぶりに同カントン政権への復帰を果たした

形となった。 

 

●サラエボ市郊外で移民・難民が一部暴徒化

（２０日） 

サラエボ市中心部から西方へ約１５キロの

イリジャ区ブラジュイにある移民・難民収容施

設において、移民・難民間の喧嘩への警察の

介入をきっかけに、一部の移民・難民が暴動

化。この騒動により、警察官２名およびＩＯＭ職

員１名が負傷したほか、警察車両２０台が損

壊した。 

 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●「ＲＳの日」の祝賀関連行事の開催（９日） 

ＲＳ域内各都市において「スルプスカ共和

国の日」の祝賀関連行事が開催された。新型

コロナウイルス問題の影響もあり、例年バニ
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ャ・ルカ市で行われるＲＳ警察部隊による市内

行進などの行事開催は見送られた一方で、Ｒ

Ｓ政府は新型コロナウイルス問題対応への貢

献に対する表彰として、ＲＳ域内の医療関係

者への勲章授与を実施。なお、ＢＨ憲法裁判

所は「ＲＳの日」を違憲とする判決を２０１９年３

月に下しており、インツコ上級代表は本年の

祝賀行事開催を憂慮する旨表明している。 

 

●ドディック大統領評議会議長のセルビア訪

問（２７日） 

ドディック大統領評議会議長（元首、セルビ

ア系）がセルビアを訪問し、ブチッチ同国大統

領らとともにベオグラード市内で行われたステ

ファン・ネマニャ王（中世のセルビア王国ネマ

ニッチ朝の創始者で、その末子にセルビア正

教会の聖人サバがいる。）の銅像の除幕式に

参列。また、その後ブチッチ大統領と会談を行

い、ＢＨ国内における新型コロナワクチンの接

種に向けた両国の協力方針などにつき話し合

った。 

 

●ＲＳ主要３野党、２０２２年の国政選挙に向

けた政党間協力で合意（２９日） 

ＲＳ野党のセルビア民主党（ＳＤＳ）、民主進

歩党（ＰＤＰ）、民主人民同盟（ＤＮＳ、与党ＳＮ

ＳＤとの連立を昨年末に解消）の各党首が会

談を実施、ＲＳ政権与党のＳＮＳＤとの対決姿

勢を確認するとともに、２０２２年に予定されて

いる国政選挙に向け、今後、政党間協力を深

めていく方針で合意した。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●ドイツ政府、次期上級代表候補の擁立を正

式決定（２０日） 

ドイツ政府は、シュミット同国連邦議会議員

（同国前農業・食糧大臣）をインツコ上級代表

の後任候補とすることを正式に決定。この決

定に対するＢＨ国内要人の反応は様々。イゼ

トベゴビッチＳＤＡ党首はドイツ政府の決定を

歓迎するとともに上級代表のより強力な内政

関与を期待。一方でドディック大統領評議会

議長（ＳＮＳＤ党首）は、上級代表との一切の

協力を拒否する方針を示すとともに、早期の

ＯＨＲ閉鎖を重ねて要求。チョービッチＨＤＺ党

首は、次期上級代表が早期のＯＨＲ閉鎖に向

け取り組むことを期待する旨を述べた。 

 

●ＢＨ国民の７５％がＥＵ加盟を支持（２９日） 

ＢＨ閣僚評議会（中央政府）の直属機関で

ある欧州統合局は、同局が昨年１０月に実施

したＢＨのＥＵ加盟プロセスに関する世論調査

結果を発表。それによれば、ＥＵ加盟を支持す

るとした回答者はＢＨ全体で７５％（不支持１

２％）に上り、エンティティ別ではＢＨ連邦では

８７％（同５％）、ＲＳでは５５％（同２５％）であ

った。主な賛成理由には、ＥＵ加盟による国内

和平の維持および政治的安定化を挙げる回

答が多数（３３％）に上った。 

 

（２）二国間関係 

●ギリシャ外相のＢＨ訪問（２９日） 

大統領評議会３メンバー、テゲルティヤＢＨ

閣僚評議会議長（国レベルの首相）、トゥルコ

ビッチＢＨ副首相兼外相が、ＢＨを訪問中のデ

ンディアス・ギリシャ外相との間でそれぞれ会

談を実施。各会談では、ＢＨのＥＵ加盟プロセ

ス、ＢＨ国内で悪化する移民・難民問題、およ

び新型コロナワクチンの調達問題などにつき

話し合った。 
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（３）日・ＢＨ関係 

●伊藤駐ＢＨ日本大使のＢＨ政府要人等

への着任表敬（４、５、１３、２０、２７日） 

伊藤駐ＢＨ日本大使は、トゥルコビッチ

副首相兼外相（４日）、ジャフェロビッチ大

統領評議会ボシュニャク系メンバー（５

日）、ブルキッチ副外相（１３日）、グデリェ

ビッチ民生相（２０日）、シュクリイェリ・サラ

エボ大学学長（２７日）にそれぞれ着任表

敬を実施。各会談では、日本とＢＨの外交

関係開設２５周年を含む二国間関係や

様々な分野における両国の協力深化に向

け話し合い、ＢＨ側の各大臣からは長年

に渡る日本の開発協力に対し謝意が表明

された。 

 

（写真：伊藤大使とトゥルコビッチ外務大臣） 

 

（写真：伊藤大使とグデリェビッチ民生大臣） 

 

●伊藤駐ＢＨ日本大使のインタビュー記

事の掲載（２７日） 

ＢＨの主要全国紙である「オスロボジェ

ーニェ」に、伊藤駐ＢＨ日本大使のインタビ

ュー記事が掲載された（下線部リンクから

記事全体を閲覧可能）。 

 

３．経済 

（１）経済指標（ＢＨ統計庁） 

●ＧＤＰ成長率 

２０２０年第３四半期の国内ＧＤＰ成長率は、

前年同期比で６．３％のマイナス。 

 

●貿易収支 

２０２０年の輸出総額は前年比で８．５％マ

イナスの１０５億１，５００万ＫＭ（約５３億７，６

００万ユーロ）、輸入額は前年比で１３．４％マ

イナスの１６８億８，６００万ＫＭ（約８６億３，４

００万ユーロ）。輸出額から輸入額を引いた貿

易収支は約６３億７，１００万ＫＭ（約３２億５，

７００万ユーロ）の赤字。輸出・輸入額の上位５

か国は以下のとおり。 

 

ＢＨからの輸出 ＢＨへの輸入 

① ドイツ ① ドイツ 

② クロアチア ② イタリア 

③ セルビア ③ セルビア 

④ イタリア ④ クロアチア 

⑤ オーストリア ⑤ 中国 

 

●雇用／失業率 

２０２０年１１月の失業登録者数は４１万３，

２５４人。２０１８年を１００とした場合の前年同

期（１９年１１月）比で２．７％、実数にして１万

１，８９５人の増加。 

https://www.bosnia.emb-japan.go.jp/files/100142643.pdf
https://www.bosnia.emb-japan.go.jp/files/100142643.pdf


5 

 

 

●平均給与 

２０２０年１１月の平均給与（手取り）は９６６

KＭ（約４９４ユーロ）で、前年同期比で１．６％

のプラス。 

 

●消費者物価指数 

２０２０年１２月の消費者物価指数は前月比

で０．２％のマイナス。 

 

●観光客数 

２０２０年１２月にＢＨを訪れた観光客数は３

万９，５８５人で、前年同期比で５８．９％のマ

イナス。 

 

（２）経済政策・公共事業 

●２０２０年、ＢＨからＥＵ各国への就労目的の

移住は減少（１３日） 

新型コロナウイルス問題に伴うＥＵ加盟各

国の入国制限を背景に、２０２０年に就労目的

でＢＨを離れＥＵ各国に移住した労働者数は

大きく減少。ＢＨ労働・雇用庁によると、同庁

がＢＨ国民を対象に就労仲介を行った件数は、

移住先としてはスロベニアで半減のほか、ドイ

ツでは２５％減となった。なお、昨年を除けば

主に就労を目的としたＢＨからＥＵ各国などへ

の移住件数は毎年増加傾向にあり、２０１３～

１９年までの７年間で約５３万人がＢＨ国外に

移住したとされる。 

 

（３）経済協力（新型コロナウイルス対策支援

を含む） 

●ＵＮ、ＳＤＧｓ達成に向けＢＨに資金援助を

実施の方針（２日） 

ＢＨ政府と当地ＵＮは、２０３０年までの持続

可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向けたＢＨ

の取組加速化に向け、ＵＮがＢＨ政府に対し

て１３０万米ドルの資金援助を行うとする合意

文書に署名した。 

 

●ＥＵ、移民・難民問題をめぐりＢＨに追加の

資金援助実施を発表（３日） 

欧州委員会は、ＢＨで悪化する移民・難民

問題をめぐり、移民・難民の滞在環境整備を

目的として、ＢＨ政府に３５０万ユーロの追加

的な資金援助を行う方針を発表。２０１８年以

降、ＥＵは移民・難民問題をめぐり累次にわた

りＢＨに対して資金援助を行っており、今回の

支援を含めると累計総額は１，３８０万ユーロ

となる。 

 

●ＥＵ、ＢＨ国内の各病院に多数のマスクを供

与（２２日） 

ＥＵは、対ＢＨ新型コロナ対策支援の一環と

して、ブルチュコ特別区やゴラジュデ市（ＢＨ東

部）の各病院に約２５万個の高機能マスクを

供与した。 

 

（４）民間セクター 

●２０２０年、サラエボ国際空港の利用者数は

過去２０年で最低を記録（８日） 

新型コロナ問題による国際旅客便の運航

数削減などを背景に、２０２０年のサラエボ国

際空港の利用者数は、過去最多を記録した前

年（約１１４万人）から７８％落ち込み、約２５万

人となった。なお、この数字は２００１年の３２

万人も下回り、２０００年代に入って以降の過

去２０年間で最小。 

 


